
　

　いちご部会の現在の会員数は１８人。その中でも３人の生産者が恋みのりの栽培を行っ
ています。
　恋みのりは、平成２９年に発表された品種で、良食味で甘みと酸味のバランスが良く、
香りの強いイチゴです。イチゴの需要が高い２月までの収量が多く、果実が適度に硬いた
め輸送時の傷みが少ないという特徴があります。
　店頭で見かけたときは、ぜひ手に取ってみてください。
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（2）令和６年２月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

１
月
19
日
、
小
林
地
域
家
畜
市
場

で
今
年
最
初
の
子
牛
セ
リ
市
が
始
ま

り
、
21
日
ま
で
の
３
日
間
で
１
１
０
６

頭
、
え
び
の
市
管
内
か
ら
は
１
９
９
頭

の
子
牛
が
取
引
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
間

の
平
均
値
は
前
年
平
均
価
格
よ
り
や
や

低
調
で
、
約
７
万
７
７
８
３
円
安
い

53
万
４
９
３
７
円
で
し
た
。

　

市
場
で
は
は
じ
め
に
式
典
が
開
か
れ
、

西
諸
県
郡
市
畜
産
販
売
農
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
で
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
長
で
あ

る
小
吹
敏
博
組
合
長
が
「
今
後
も
組
織

一
丸
と
な
っ
て
厳
し
い
状
況
を
打
破
す

べ
く
、
各
地
域
の
行
政
機
関
と
連
携
強

化
を
図
り
、
畜
産
振
興
に
取
組
む
。
市

場
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
中
、
１
万
で

も
高
く
率
先
し
て
買
っ
て
い
た
だ
け
る

と
生
産
者
も
非
常
に
心
強
い
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
生
産
者
を
代
表
し
て
西
諸
県

郡
市
和
牛
振
興
会
の
濱
崎
一
正
会
長
に

よ
る
乾
杯
の
後
、
宮
崎
牛
西
諸
振
興
会

の
坂
下
信
雄
会
長
の
三
本
締
め
で
畜
産

農
家
や
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
１
年

の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

　

セ
リ
市
開
始
後
に
は
小
吹
組
合
長
が

牛
を
引
い
て
入
場
し
、
高
値
で
入
札
さ

れ
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

子
牛
セ
リ
市
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

８
ペ
ー
ジ
営
農
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

１
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
農
業
経
営

者
組
織
協
議
会
の
決
算
税
務
説
明
会
を

開
き
、
会
員
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
小
林
税
務
署
の
川
﨑
多
津
上
席

調
査
官
を
迎
え
、
主
に
青
色
申
告
に
関

わ
る
留
意
事
項
や
、
昨
年
10
月
か
ら
導

入
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
と

申
告
時
の
留
意
点
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

１
月
下
旬
か
ら
、
令
和
５
年
度
確
定

申
告
の
受
付
手
続
き
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
協
議
会
の
皆
さ
ま
は
、
案
内
し
た

期
日
に
Ｊ
Ａ
の
申
告
会
場
ま
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
１
月
23
日
（
火
）
に
Ｊ
Ａ
・

Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
に
て
、
存
続
Ｊ
Ａ
で
あ

る
宮
崎
中
央
の
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
総
代
会
に
お
い
て
、

県
域
Ｊ
Ａ
の
役
員
選
任
議
案
及
び
規
約

の
一
部
変
更
等
が
付
議
さ
れ
、
全
て
の

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
の
県
域
Ｊ
Ａ

設
立
時
の
役
員
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
、
同
日
の
県
域
Ｊ
Ａ
の
理
事
会
に

お
い
て
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
組
合
長

及
び
地
区
本
部
長
な
ど
の
役
付
き
理
事

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
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（3） 第５５０号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

JA 和牛部会が
全体研修会を開催

　1 月 24 日、えびの市文化センターで和牛部
会全体研修会を開き、生産者や関係者ら約 40
人が参加しました。
　研修では、部会長の拂田慶一郎さんが「ゲノ
ムとは何かというのを生産者の皆さんには研修
会で学んでいただきたい」と話しました。講師
に一般社団法人家畜改良事業団熊本種雄牛セン
ターの岡橋勇太課長を迎え、肉用牛のゲノミッ
ク評価について説明を行い、部会員らは熱心に
聞き入っていました。

＊ 成人者の紹介 ＊
　１月５日、JA の職員が大人の仲間入りをし
ました。

　今年成人を無事に迎えることが出来ました。
　これまで育ててくれた家族や支えてくれた友
人、職場を通じて出会った方々に心より感謝し
ています。
　これからは社会人としての自覚を忘れること
なく自分の行動や言葉に責任を持って業務に取
り組んでいきます。さらには、周りの方からの
期待に応えられる社会人へと成長していきます。

今
い ま む ら

村  亮
りょうすけ

介
（資材課）
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。
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ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな



（6）令和６年２月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

JAからの
お知らせ

ＪＡ休業日のお知らせ

２月２３日㈮
天皇誕生日

ＪＡは全部門休業します
道の駅えびのは営業しています

農業用廃プラスチックについて
農業用廃プラスチックは

決められた収集日にだしてください。
◎今月は塩化ビニールの集積を行います◎

(ハウス用ビニール等)
・集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
・集  積  日　２月２０日（第３火曜日）
・時　　間　午前９時～正午迄

※ビニールとポリマルチは混ぜないように注意してください

〔
ひ
と
の
う
ご
き
〕

　

以
下
の
と
お
り
人
事
異
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
１
月
31
日
発
令

〔
退
職
〕

　

今
村 

穂
乃
華　

真
幸
支
店

の
総合展示会
春

◆お問い合わせ◆
資材課　３３－５７１９　　農機燃料課　３３－５６０４　　生活課　３３－５７４３

◉ 開催日時 ◉
令和６年３月１５日㈮・１６日㈯

９：００～１６：００
◉ 開催場所 ◉

畜産センター雨天審査場および周辺
（機械センター前）

　日頃の感謝を込めて2日間だけのお買い特
品を取り揃えた展示会を開催いたします。
　皆様のご来場、お待ちしております。

資　材　課　飼料・肥料・農薬・生産資材特売会
農機燃料課　農機展示即売、自動車展示、ＬＰガス器具即売
生　活　課　生活資材（瓦・鍋類・太陽ヒーター・シロアリ防除・五月人形
　　　　　　こいのぼり・メガネ・マッサージチェア・補聴器）ほか
　　　　　　女性部おこわ販売（３月１５日のみ）
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉

ほおずき通信
（JA 女性部通信）

　しめ縄づくり

女性農林漁業者
ネットワーク交流会

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

12月20日

1月11日

　１５名の参加があり、親子で楽しい時間を過ごしス
テキな作品ができました。

　松永亮子先生の下、書
き初めをしました。

　フレッシュミズの吉岡愛さんが最優秀
賞に輝いた作文を堂々と発表されました。

 書道教室 1月9日

✿ お知らせ ✿
新旧合同班長会　1/29（月）
（花の寄せ植えを行います！）

畜産センター １０時
夢工房　 　　１９時

作り方
①ネギは斜め薄切りにし、めんたいこは小さくちぎる。
②水菜は5cmの長さに切り、ゆで卵は殻をむいて粗く刻む。
③フライパンにごま油を入れて中火で熱し、①を入れて1分ほど炒める。

フライパンの中央部分を空け、そこに大きめにちぎった豆腐を入れる。
④そのまま2分間焼き、Aを混ぜ合わせてフライパンに回し入れる。

時々上下を返しながら、全体にとろみが付くまで火を通す。
⑤器に盛り、②を散らす。

とろみを生かした減塩メ
ニュー

豆腐とめんたいこのとろとろ
煮

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

絹ごし豆腐…………１丁（300g）
ネ ギ ………………… １ 本（100g）
辛子めんたいこ……小1腹（60g）
水 菜 ………………… １ 株 （20g）
ゆ で 卵 ……………………… １ 個
ご ま 油 ………………… 大 さ じ1
　　 牛 乳 …………………250ml
　　片栗粉………………大さじ1
　　塩…………………小さじ1/3
A

材料（2人分）



（8）令和６年２月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
１
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

１
月
19
日
～
21
日
ま
で
の
３
日
間
、

西
諸
畜
連
で
、
１
月
期
子
牛
セ
リ
市
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
別
表
の
通

り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解

約
や
値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

飼
養
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発
生
し
た

ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ

な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者

に
相
談
す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場

時
に
必
ず
発
表
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
繁
殖
素
牛
の
自
家
保
留
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
期
日
ま

で
に
Ｊ
Ａ
畜
産
課
（
℡
３
３
―
５
７
４

７
）ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
１
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

１
月
15
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品

評
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
６
頭
が
出

品
さ
れ
、成
績
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

☆
１
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

１
月
５
日
、Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

１
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。

成
績
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方

は
畜
産
課
（
☎
３
３
―
５
７
４
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
農
情
報

令和６年１月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(６年１月) 前回(５年12月) 前年(５年１月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 88 476,663 88 516,625 △39,962 83 543,983 △67,320

去勢 111 581,137 112 557,199 23,938 136 654,670 △73,533

計 199 534,937 200 539,347 △4,410 219 612,720 △77,783

令和６年１月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

壱等賞 ゆ い ５ ９ ３ 横 山 大 樹

〃 ななみやかず５ 前 原 　 傳

〃 そ の ３ ５ ８ 園 田 武 文

弐等賞 さ く ら 川 越 政 文

〃 第11あもちゃん 中 津 富 夫

〃 第９８１まり 坂 元 幸 保

※壱等賞・弐等賞の序列はつけてありません

令和６年１月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 ゆ い ５ ９ ３ 横 山 大 樹

壱等賞１席 ななみやかず５ 前 原 　 傳

壱等賞 そ の ３ ５ ８ 園 田 武 文

〃 さ く ら 川 越 政 文

〃 第11あもちゃん 中 津 富 夫

〃 第９８１まり 坂 元 幸 保

弐等賞 さ く ら こ 新天寺　　　守

〃 ふじひろかつ２ 深 瀬 浩 一

〃 ひ な み 北別府　美和子

〃 ま り ぃ 井川原　隆　雅

〃 さ り 中 村 友 哉

〃 第９７６ふじこ 坂 元 幸 保

※壱等賞１席以降の序列はつけてありません

◎
畜
産
関
係
◎
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

離乳を遅らせないため
の留意点

１．離乳が遅れる原因
　子牛は生後間もない頃は代用乳や母乳を中心に摂取します。成長するにつれ、徐々
に人工乳や乾草などの固形飼料の摂取量が増加していきます。
　離乳は人工乳摂取量を目安に判断しますが、離乳が遅れると価格の高い代用乳を
長期間給与することによる生産費に増加や、自然哺育では母牛を長期間接種する事
により母体の状態維持が難しくなるなどの問題があります。
　子牛の人工乳摂取量増加を妨げる要因として以下の点が考えられます

２．留意点
　（１）疾病発生等による発育遅延

　下痢や肺炎など疾病を引き起こすことにより、えづけ飼料摂取量の増加ペースが
遅くなり離乳が遅くなるケース。日々の管理を徹底し、疾病を引き起こさないことが、
何よりもスムーズな離乳への近道であります。

　（２）えづけ飼料の摂取不足
　哺乳中の子牛に給与される飼料は代用乳とえづけ飼料や乾草などの固形飼料であ
ります。このうち子牛が最も好んで摂取するのは、代用乳であり、固形飼料の摂取
を促すためには一定の空腹時間を設ける必要があります。具体的には代用乳の多給
を避け、満腹となる期間が長くなることを避けることや母子同居の状況では子牛が
母乳を吸う数時を制限するなどの方法があります。

　（３）水の給与
　水が十分に給与されないと飼料摂取量の減につながります。なお子牛への水の給
与方法は体力消耗を防ぐため、水ではなく温湯を給与することが効果的であります。



（10）令和６年２月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

今
月
は
10
ａ
当
た
り
３
０
０
本
の
親
株

を
定
植
す
る
時
期
で
す
。

温
度
管
理

１
．
温
度
が
高
く
な
る
場
合
、
日
中
の
サ

イ
ド
・
谷
は
開
放
し
、
夕
方
の
閉
め
込

み
を
や
や
遅
く
す
る
な
ど
温
度
を
下
げ

る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

２
．
温
度
が
低
く
な
る
場
合
は
、
夕
方
の

閉
め
込
み
を
早
目
に
行
い
、
早
朝
加
温

等
も
行
っ
て
、
保
温
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

３
．
さ
が
ほ
の
か
で
『
へ
た
部
の
着
色
不

良
』
が
多
く
見
ら
れ
る
場
合
は
低
温
管

理
が
原
因
で
す
。

　
　

日
中
の
温
度
を
高
め
に
設
定
し
、
開

花
か
ら
収
穫
ま
で
を
45
～
50
日
以
内
に

収
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
低

温
管
理
の
場
合
、
収
穫
ま
で
50
日
以
上

と
な
っ
て
味
わ
い
が
悪
く
な
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

※
自
動
開
閉
装
置
設
置
圃
場
は
、
午
前
・

午
後
の
温
度
は
低
め
で
管
理
し
て
く
だ

さ
い
。

電
照
時
間

１
．
芯
葉
の
展
開
位
置
で
草
勢
を
判
断
し

ま
し
ょ
う
。
（
葉
が
展
開
し
て
い
な
い

葉
身
長
が
10
㎝
前
後
）

２
．
電
照
打
ち
切
り
の
目
安
は
、
柔
ら
か

い
芯
葉
が
１
～
２
枚
出
て
き
た
こ
ろ
。

例
年
で
は
３
月
10
日
頃
が
目
安
で
す
。
２

月
中
の
電
照
打
ち
切
り
は
早
す
ぎ
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
電
照
は
急
に
打
ち
切
ら
ず
徐
々
に
時

間
を
短
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

打
ち
切
り
後
に
寒
波
が
き
た
ら
再
電
照
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
（
５
日
程
度
を
日
長

型
で
３
時
間
電
照
す
る
。
）

※
電
球
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
夕
方
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
（
機
械
セ
ン
タ
ー
に

在
庫
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
）

摘
果

　

果
房
当
た
り
の
果
数
は
８
～
10
果
程
度

を
目
安
に
摘
果
（
花
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ガ
ク
枯
れ
対
策
・
軟
果
対
策

　

Ca
剤
の
葉
面
散
布

　

カ
ル
タ
ス

　

５
０
０
～
１
０
０
０
倍

　

７
日
お
き

☆
栗

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

剪
定
は
、
樹
高
が
３
・
５
ｍ
以
下
に
な

る
よ
う
に
主
幹
を
切
り
下
げ
、
老
木
樹
は

主
枝
を
２
～
３
本
に
し
て
亜
主
枝
を
２
～

４
本
程
度
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
玉
果
生
産
の
た
め
に
は
充
実
し
た
結

果
母
子
（
基
部
の
太
さ
が
８
㎜
以
上
、
長

さ
が
50
～
80
㎝
以
上
）
を
樹
冠
１
㎡
当
た

り
５
本
程
度
残
し
て
、
充
実
し
て
い
な
い

枝
は
切
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

剪
定
は
３
月
ま
で
に
終
わ
る
よ
う
に
計

画
的
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

完
熟
き
ん
か
ん
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し

た
。
特
に
傷
果
・
う
る
み
果
に
注
意
し
な

が
ら
選
別
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
贈
答
用

の
箱
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

収
穫
量
が
増
加
し
て
く
る
の
で
、
草
勢

低
下
防
止
の
た
め
に
定
期
的
に
液
肥
を
施

用
し
て
、
安
定
的
な
採
花
が
行
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
窒
素
成
分
過
多

に
な
る
と
花
の
日
持
ち
が
悪
く
、
花
首
も

折
れ
や
す
く
な
る
た
め
、
硝
酸
態
窒
素
が

主
体
の
液
肥
（
Ｏ
Ｋ
Ｆ

−

１
の
１
０
０
０

倍
液
）
の
場
合
は
２
週
間
に
１
度
程
度
の

ペ
ー
ス
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
中
の
温
度
管
理
は
採
花
本
数
を
確
保

す
る
た
め
15
℃
、
夜
間
は
最
低
５
℃
（
実

温
）
で
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
菊

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

神
馬
は
根
量
が
少
な
い
品
種
な
の
で
こ

ま
め
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
花

首
と
蕾
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
出
す
た
め
に
、

発
蕾
以
降
は
水
・
肥
料
が
切
れ
な
い
よ
う

に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
が
高
ま
る
と
白
さ
び

病
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
換
気
や

循
環
扇
の
活
用
、
定
期
的
な
予
防
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

今
月
下
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
成
長
が

急
激
に
早
く
な
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
欠

乏
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
カ
ル
シ

ウ
ム
剤
の
散
布
等
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

株
が
繁
茂
し
て
く
る
と
ナ
メ
ク
ジ
の
被

害
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的

な
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

玉
ね
ぎ
は
長
日
と
温
度
で
生
長
・
肥
大

す
る
品
目
で
す
。
肥
大
が
始
ま
る
時
期
に

ス
ム
ー
ズ
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
除
草
は

徹
底
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
マ
ル
チ
孔
の

株
元
に
発
生
す
る
雑
草
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
小
玉
傾
向
に
な
り
ま
す
。
雑
草

が
大
き
く
な
る
前
に
除
草
を
終
わ
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

　

元
肥
の
投
入
量
が
少
な
い
な
ど
窒
素
が

不
足
傾
向
に
あ
っ
て
、
生
育
の
遅
れ
が
見

ら
れ
る
場
合
は
、
定
期
的
な
葉
面
散
布
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
３
月
に

入
っ
て
の
追
肥
は
品
質
（
抽
苔
等
）
に
悪

影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
追
肥
は
２
月
末

ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ち
ぢ
み
ホ
ウ
レ
ン
草

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

収
穫
終
盤
を
迎
え
ま
す
。
収
穫
の
際
に

は
１
袋
の
重
量
１
５
０
ｇ
以
上
で
袋
詰
め

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

製
品
作
り
の
注
意
点
と
し
て
黄
化
葉
、

雑
草
、
豆
葉
、
枯
れ
葉
、
虫
な
ど
の
異
物

混
入
に
注
意
し
て
袋
詰
め
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

土
壌
診
断
結
果
な
ど
を
基
に
今
作
に
向

け
た
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
の
作
付
時
期
が
近
づ
い
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
定
植
の

２
週
間
前
ま
で
に
は
マ
ル
チ
張
り
ま
で
終

え
る
よ
う
に
し
、
地
温
を
16
℃
以
上
確
保

し
て
定
植
が
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
植
前
に
は
ネ
マ
ト
リ
ン
エ
ー

ス
粒
剤
（
15
～
20
㎏
／
10
ａ
・
１
回
・
全

面
土
壌
混
和
）
や
ネ
マ
キ
ッ
ク
粒
剤
（
20

㎏
／
10
ａ
・
１
回
・
全
面
土
壌
混
和
）
な

ど
を
使
用
し
て
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

自
家
育
苗
を
さ
れ
て
い
る
方
で
早
め
の

播
種
分
は
定
植
が
始
ま
り
ま
す
が
、
今
後

も
育
苗
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
引
き
続
き

苗
の
管
理
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

苗
床
は
日
当
た
り
と
風
通
し
の
良
い
場

所
を
選
定
し
、
コ
ン
テ
ナ
や
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
を
利
用
し
て
地
面
と
育
苗
箱
に
30
㎝
程

度
の
空
間
を
設
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

灌
水
は
基
本
的
に
は
午
前
中
に
重
点
的

に
行
い
ま
す
。
夕
方
以
降
に
水
分
過
多
と

な
ら
な
い
よ
う
午
後
か
ら
の
灌
水
は
調
整

し
ま
し
ょ
う
。
低
温
時
に
は
保
温
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
用
い
て
適
正
な
温
度
管
理
（
15

～
30
℃
を
目
安
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
前
日
か
ら
定
植
時
に
か
け
て
キ
ッ

ク
オ
フ
顆
粒
水
和
剤
や
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
顆

粒
水
和
剤
の
灌
注
処
理
を
行
い
、
初
期
の

病
害
虫
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
ま
で
約
１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

定
植
前
の
準
備
が
遅
れ
る
と
初
期
生
育
に

影
響
し
ま
す
の
で
、
作
業
遅
れ
が
な
い
よ

う
に
し
っ
か
り
計
画
立
て
て
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

使
用
す
る
土
壌
消
毒
剤
に
よ
っ
て
被
覆

期
間
や
作
業
手
順
は
異
な
り
ま
す
が
、
消

毒
後
は
ガ
ス
抜
き
ま
た
は
使
用
し
た
灌
水

チ
ュ
ー
ブ
や
バ
ル
ブ
な
ど
の
洗
浄
が
必
要

で
す
の
で
、
十
分
な
余
裕
を
持
っ
て
処
理

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

遅
く
て
も
定
植
の
２
週
間
前
ま
で
に
は

マ
ル
チ
張
り
ま
で
終
わ
ら
せ
、
地
温
が

16
℃
以
上
に
な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

緩
効
性
肥
料
（
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ロ
ン

グ
）
を
施
用
す
る
場
合
は
、
植
穴
株
元
施

用
で
は
な
く
畝
面
混
和
施
用
を
し
て
肥
料

を
あ
る
程
度
分
散
さ
せ
、
根
の
伸
長
・
範

囲
を
広
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ホ
ウ
レ
ン
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

凍
害
に
よ
っ
て
茎
折
れ
の
発
生
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
す
る
際
は
、
茎
折

れ
部
分
の
茎
枯
れ
に
注
意
し
、
枯
れ
葉
等

が
入
ら
な
い
よ
う
に
取
り
除
き
な
が
ら
収

穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
収
穫
物
に

ア
ブ
ラ
ム
シ
や
雑
草
が
混
入
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

●
べ
と
病
に
注
意
●

・
下
葉
の
表
面
に
黄
白
色
の
小
さ
な
斑
点

が
で
き
、
次
第
に
拡
大
し
て
不
正
円
形

の
病
斑
に
な
り
ま
す
。

・
病
斑
の
裏
側
に
は
灰
色
の
カ
ビ
を
生
じ
、

ひ
ど
い
場
合
は
葉
の
一
部
ま
た
は
全
部

が
黄
白
色
に
な
っ
て
枯
れ
ま
す
。

　

発
生
前
の
予
防
防
除
が
重
要
で
す
。
２

月
中
旬
の
雨
が
多
く
な
る
時
期
よ
り
前
に

必
ず
予
防
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

周
辺
圃
場
で
べ
と
病
が
発
生
し
て
い
る
場

合
は
本
葉
が
展
開
し
て
き
た
頃
か
ら
予
防

散
布
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

（
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
ラ
イ
メ
イ
フ

ロ
ア
ブ
ル
等
）

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

昨
年
、
一
昨
年
と
え
び
の
市
管
内
で
も

か
ん
し
ょ
基
腐
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
い

て
い
ま
す
。
甘
藷
苗
の
自
家
育
苗
を
行
う

方
は
、
育
苗
床
と
種
芋
消
毒
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
と
同
じ
圃
場
に
植
付
け
を
予
定
し

て
い
る
方
は
、
冬
場
の
低
温
で
残
渣
の
分

解
が
進
ん
で
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

分
解
資
材
を
活
用
し
た
上
で
耕
運
し
、
残

渣
分
解
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
規
作
付
希
望
の
方
は
農
産
園
芸
課
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

分
解
資
材

分
解
ヘ
ル
パ
ー　

45
～
60
㎏
／
10
ａ

種
芋
消
毒

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤

希
釈
倍
数
：
種
芋
重
量
の
０
・
４
％

使
用
方
法
：
種
い
も
粉
衣

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤

希
釈
倍
数
：
２
０
０
倍
～
５
０
０
倍

使
用
方
法
：
20
～
30
分
種
芋
浸
漬

※
種
芋
消
毒
剤
は
苗
消
毒
で
も
登
録
が
あ

り
ま
す
が
、
使
用
回
数
は
１
回
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
種
芋
消
毒
で
使
用
し

た
農
薬
は
苗
消
毒
時
に
は
使
用
で
き
な

い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

葉裏に形成されたカビべと病発生の様子
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◎担い手支援関係◎営農情報
農業経営者組織協議会会員の皆さまへ

確定申告の受付がはじまりました！
　現在、令和５年度の確定申告の受付・手続きがはじまっております。
ＪＡえびの市本店に申告会場を設けておりますので、農業経営者組織協議会（旧：
青色申告会）会員の皆さまは申告に必要な書類をご持参のうえ、ご案内した期日に
ご来場いただきますようお願いいたします。

申告会場　　ＪＡえびの市本店２階小研修室

申告期限　　所得税・・・令和６年３月１５日（金曜日）
　　　　　　消費税・・・令和６年４月１日（月曜日）

◎お問合せ先：ＪＡえびの市農業経営者組織協議会
　　　　　　　ＴＥＬ ３３−３１０４　　担当：谷口・内田・寄田

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

令
和
６
年
度
の
作
付
に
向
け
て
圃
場
の

選
定
・
整
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
日
当
た
り

が
良
く
水
は
け
の
良
い
場
所
を
選
び
、
圃

場
の
内
側
に
は
排
水
路
を
設
け
る
な
ど
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

今
月
下
旬
頃
か
ら
植
付
け
時
期
に
入
り

ま
す
。
疫
病
の
対
策
と
し
て
種
芋
の
選
別

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
腐
敗
し
た
種
芋
は

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

種
子
消
毒
も
し
っ
か
り
と
行
い
、
植
付
け

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
植
付
け
後
に
残
っ

た
種
芋
を
圃
場
や
周
辺
に
破
棄
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

植
付
け
後
も
定
期
的
に
圃
場
と
圃
場
周

辺
の
確
認
を
行
い
、
野
良
芋
の
除
去
や
疫

病
の
早
期
発
見
、
早
期
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

種
芋
消
毒　

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤

希
釈
倍
数
：
２
０
０
倍
～
５
０
０
倍

使
用
方
法
：
20
分
か
ら

　
　
　
　
　

30
分
種
い
も
浸
漬

パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
水
溶
剤

希
釈
倍
数
：
３
０
０
倍

使
用
方
法
：
30
分
浸
漬

里
芋
疫
病
の
登
録
農
薬

◎
予
防
剤

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤

希
釈
倍
数
：
５
０
０
倍

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
回
数
：
２
回
以
内

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

希
釈
倍
数
：
１
０
０
０
倍

使
用
液
量
：
１
５
０
～
５
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
回
数
：
な
し

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

希
釈
倍
数
：
２
０
０
０
倍

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
回
数
：
２
回
以
内

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

◎
治
療
剤

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

希
釈
倍
数
：
２
０
０
０
倍

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
回
数
：
３
回
以
内

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤

希
釈
倍
数
：
２
０
０
０
倍

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
回
数
：
３
回
以
内

使
用
時
期
：
収
穫
21
日
前
ま
で

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課
（
☎

３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
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☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

１
．
水
田
の
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆　

昨
年
の
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
お
い

し
い
え
び
の
米
が
生
産
で
き
る
よ
う
、

適
正
施
肥
を
心
掛
け
な
が
ら
本
年
作
に

向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

な
お
、
適
正
な
肥
料
設
計
に
は
、
土

壌
診
断
が
有
効
で
す
の
で
積
極
的
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
　

土
壌
診
断
料
は
１
点
当
た
り
１
０
０

０
円
で
す
。
ご
不
明
な
点
は
農
産
園
芸

課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
℡
３
３

−

５
７
５
６
）

※
土
壌
診
断
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
肥
料
高
騰
対
策
事
業
に
お
け
る
実

施
要
件
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
在
大
量
の
点
数
が
依
頼
さ
れ
て

お
り
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
診
断
結
果
が
出
る

ま
で
に
は
例
年
以
上
の
時
間
が
か
か
る

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
依
頼
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
は
出
来
る
だ
け
早
い

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
必
ず
乾
燥
し
た
土
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
の
際
は
申
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
い
た
だ
き
ま
す
が
、
提
出

さ
れ
る
土
の
入
っ
た
袋
に
も
個
人
が
特

定
で
き
る
よ
う
に
自
治
会
、
氏
名
、
圃

場
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
水
稲
苗
を
申
し
込
み
さ
れ
る
皆
様
へ

①　

先
月
の
ふ
れ
あ
い
日
に
今
年
の
水
稲

苗
申
込
書
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
　

令
和
６
年
度
よ
り
水
稲
苗
代
の
決
済

日
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
10
月
21
日
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。
予
約
申
込
み
の
締
切
日

は
２
月
29
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
品
種
の
間
違
い
や
苗
の
種

類
の
間
違
い
、
田
植
え
予
定
日
の
記
入

漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
十
分
ご
注
意

下
さ
い
。

　
　

な
お
、
予
約
に
応
じ
て
播
種
計
画
を

立
て
ま
す
の
で
、
予
約
が
遅
れ
る
と
希

望
す
る
田
植
え
日
に
対
応
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
一
度
配
送
し
た
苗
は

余
っ
て
も
返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
枚

数
な
ど
変
更
が
あ
っ
た
際
は
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
４
月
ま
で
は
農
産

園
芸
課
℡
３
３

−

５
７
５
６
）（
５
月
以

降
は
白
鳥
育
苗
所
℡
３
３

−

０
７
５
６
）

②　

育
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
苗
（
稚
苗
）

の
受
け
渡
し
は
、
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
原
則
配
達
の
み
の
対
応
で
す
。

苗
の
自
己
取
り
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ

ん
。
配
達
は
田
植
え
予
定
日
の
前
日
ま

た
は
、
前
々
日
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
田
植
希
望
が
集
中
す
る
時
期
は
配

送
日
が
前
倒
し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

種子消毒について
　購入した種子籾を使用される場合は各個人で塩水選および種子消毒を行ってください。
　※作業の際、他品種の種子が混入しないようにご注意ください。種子消毒の方法については稲作暦
にもイラスト付きで掲載していますので参考にしてください。

◎塩水選
　水　・・・10Ｌ　　食塩・・・800ｇ（溶けにくいので十分かき混ぜましょう）
・もち種については充実の関係から水のみで行います。
・終わったら不要な塩分を落とす必要がありますので、必ず流水で水洗いをしましょう。
種子消毒①（薬剤による消毒）
種子4kgを消毒する場合
水8Lに、テクリードCフロアブル40mlとスミチオン乳剤8mlを希釈した溶液に24時間浸漬する
◎薬液で消毒した種子は日陰など風通しの良いところで乾かしましょう。
◎廃液は河川や用水路、下水などに絶対に廃棄しないでください。消毒後の水洗いは厳禁です。

種子消毒②（温湯消毒器による消毒）
　今年も小型の温湯消毒機を本店野菜集荷場に設置します。ご利用ください。
消毒方法・・・乾燥種子を60℃のお湯に10分間つけたあと、ただちに水道水で十分に冷やす。
１回あたりの消毒可能量・・・16㎏まで
利用するには・・本店野菜集荷場（３３－１００６）までお電話ください。機械の設置準備や、
　　　　　　　　お湯の温度を均一に上げるまで時間がかかるため、完全予約制です。
利用期間・・・・4月1日～5月31日　※日曜・祝日を除く
利用時間・・・・９時００分　～　１６時００分
利用料金・・・・4㎏以内　220円（税込）　以降1㎏増えるごとに55円（税込）加算します

「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる



（14）令和６年２月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　ＪＡえびの市の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円はＪＡえびの市への出
　　　　　　　　　　資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

最
低
気
温
が
0
度
よ
り
低

い
日

2　

現
代
人
は
電
子
―
―
に
囲

ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す

3　

水
筒
に
入
れ
ま
す

4　

ヒ
ヒ
ー
ン
！
と
い
な
な
く

動
物

5　

ス
マ
ホ
に
入
れ
た
り
消
し

た
り
し
ま
す

8　

ベ
ッ
ド
が
2
つ
あ
る
部
屋

10　

頰
の
こ
と
。
―
―
ダ
ン
ス

12　

ス
ラ
ロ
ー
ム
や
モ
ー
グ
ル

な
ど
の
種
目
が
あ
り
ま
す

13　

人
が
い
っ
ぱ
い
に
入
っ
て

い
る
状
態

14　

西
ア
ジ
ア
の
国
の
1
つ
。

首
都
は
ア
ン
カ
ラ

16　

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
の

で
―
―
器
を
つ
け
た

18　

節
分
の
豆
を
―
―
の
数
だ

け
食
べ
た

20　

実
が
な
る
ま
で
の
期
間
が

短
め
の
品
種
の
こ
と

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

フ
キ
の
花
茎
の
こ
と

6　

銀
世
界
を
眺
め
て
楽
し
み

ま
す

7　

ガ
イ
ド
―
―
を
片
手
に
観

光
地
を
巡
っ
た

9　

安
倍
川
に
し
て
食
べ
よ
う

か
な
、
磯
辺
巻
き
も
い
い

な

11　

日
没
の
こ
と
を
日
の
―
―

と
も
い
い
ま
す

12　

雪
だ
る
ま
を
英
語
（
片
仮
名

語
）
で
い
う
と

14　

佐
渡
島
に
は
こ
の
鳥
の
保

護
施
設
が
あ
り
ま
す

15　

漢
字
に
は
音
読
み
と
―
―

読
み
が
あ
り
ま
す

17　

平
方
根
を
表
す
記
号

19　

魚
偏
に
「
弱
」
と
書
き
ま
す

21　

中
国
や
台
湾
の
旧
暦
の
正

月
１
月
号
の
当
選
者

１
月
号
の
答
え
は「
ハ
ツ
ヒ
ノ

デ
」で
し
た
。正
解
者
15
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
酒　

井　

慶　

子（
飯　

野
）

▽
海　

蔵　

真
由
美（
飯　

野
）

▽
辻　
　
　

優　

子（
飯　

野
）

▽
宮　

下　

京　

子（
加
久
藤
）

▽
末　

川　

節　

子（
真　

幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

２
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
３
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて

令和6年2月1日㈭～令和7年1月31日㈮



（16）令和６年２月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和６年２月５日発行 （16）

広
報

Ｊ
Ａ

え
び

の
〈

発
行

〉
〒

889-4311　
宮

崎
県

え
び

の
市

大
字

大
明

司
1061-1　

え
び

の
市

農
業

協
同

組
合

　
　

　
　

　
　

　
〈

編
集

〉
総

務
課

　
　

令
和

６
年

２
月

５
日

発
行

行　　事　　予　　定
令和６年２月１３日～令和６年３月１１日

　

１
月
30
日
、
本
店
で
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
令
和
６
年
度
事
業
計
画
２
月
～
３
月
、

４
月
～
令
和
７
年
３
月
に
つ
い
て 

■
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
部
門
別
実

施
策
）
２
月
～
３
月
、
４
月
～
令
和

７
年
３
月
に
つ
い
て 

■
令
和
６
年
度
固
定
資
産
取
得
・
処
分

計
画
２
月
～
３
月
、
４
月
～
令
和
７

年
３
月
に
つ
い
て 

■
肉
用
牛
供
給
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て 

■
青
年
等
就
農
資
金
の
借
入
と
融
資
に

つ
い
て 

■
理
事
に
対
す
る
貯
金
担
保
貸
付
金
・

共
済
担
保
貸
付
金
の
包
括
承
認
に
つ

い
て 

■
農
家
経
営
緊
急
対
策
資
金
貸
出
要
項

の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

■
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
パ
ソ

コ
ン
） 

■
非
常
勤
役
員
の
日
当
年
間
支
出
額
に

つ
い
て 

■
出
資
、
出
え
ん
の
理
事
会
決
議
限
度

額
に
つ
い
て 

■
令
和
６
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
に

つ
い
て 

■
給
与
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
に
関
す
る
基
本
方
針
及

び
運
用
限
度
額
の
設
定
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
大
口
与
信
先
上
位
30
位
に
つ
い
て

■
包
括
承
認
さ
れ
た
利
益
相
反
取
引
後

の
報
告
に
つ
い
て

■
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
監
事
監

査
・
監
事
会
計
画
（
２
～
３
月
）
に

つ
い
て

■
Ｊ
Ａ
最
終
事
業
年
度
（
２
～
３
月
）

の
期
間
に
内
部
監
査
の
計
画
が
な
い

旨
の
報
告
に
つ
い
て

■
資
産
査
定
結
果
（
令
和
５
年
10
月
31

日
基
準
）
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

■
購
買
代
金
決
済
要
領
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

■
未
収
金
管
理
要
領
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

■
養
鶏
農
家
経
営
報
告
に
つ
い
て

■
（
株
）
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神

さ
ぁ
の
令
和
６
年
度
実
施
策
、
令
和

６
年
度
固
定
資
産
取
得
・
処
分
計
画

に
つ
い
て

■
（
株
）
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭

の
令
和
６
年
度
実
施
策
、
令
和
６
年

度
固
定
資
産
取
得
・
処
分
計
画
に
つ

い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

２

13 火
ふれあい日
ＪＡ－ＳＳ感謝セール
子牛セリ市（～１５日）

19 月 ＢＬ採血

20 火

廃プラ集積日（塩化ビニール）
道の駅えびの休業日
ＪＡ宮崎経済連系統和牛枝肉共励会
県下一斉消毒の日

21 水 オーツヘイ即売会

23 金 天皇誕生日ＪＡ休業日

27 火 耳標装着

28 水 成牛セリ市（妊娠牛）

29 木 耳標装着

３

1 金 生産検査

3 日 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

4 月 生産検査

5 火 生産検査

6 水 異常産予防注射

7 木 異常産予防注射

8 金 ＪＡ主催子牛品評会ＢＬ採血申込締切（５月セリ分）

9 土 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

11 月 ふれあい日


